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●よい仕事をするためには技術だけでなく，やはり各自の

内側にある「思い」も重要な要素を担います。近年の新人

看護師の傾向についてはさまざまな指摘がありますが，「思

い」を共有することで見えてくることもあるのではないか

と思います。／今月号で『看護管理』を卒業することになり

ました。多くの著者や読者に支えられ，幾分かは成長できた

のではないかと思っています。またどこかでお目にかかれ

る日を祈って……！ 2年間ありがとうございました。（西窪）

●青天の霹靂！　臨床医学系書籍と営業系の担当経験しか

なかった私に，『看護管理』の担当に決まりました，と言わ

れたときはまさにそんな気持ちでした。そして，2年間。

毎号，焦燥を撒き散らしながらの作業で，読者の皆様に安

定して有益な情報を提供できたか気にかかっています。そ

ういう訳で，『看護管理』を卒業します。ですが，またいつ

か戻って来るかもしれません。いったんエンドロールを記

し，お礼の言葉を述べて，最後の編集後記とします。あり

がとうございました。（金子）

●帰り新参，古巣に戻る，帰参，舞い戻る……「出戻り」と

いう言葉を類語辞典で調べたところ，上記のような言葉が

ヒットしました。／2年ぶりに『看護管理』の編集に戻るこ

とになりました。看護管理を取り巻く時間，情報の流れは

速く，いささか浦島太郎の様相です。できるだけ早くキャッ

チアップできるよう精進したいと存じます。よろしくお願

い申し上げます。（小齋）

編集後記

特集1
クリニカルコーチ育成研修
臨床と大学が協働した教育プログラムの実施

●クリニカルコーチとは何か
●クリニカルコーチの役割─1年目を振り返って
●クリニカルコーチがいることによる効果─プリセプターの立場から
●クリニカルコーチがいることによる効果─看護師長の立場から
●看護職キャリア開発支援センター全体について
●キャリア開発支援センターの意義─教育の立場から

　新人看護師への教育が手厚くなる一方，看護業務の煩雑化・多忙化，主任や師長
が教育に十分に関わる時間が確保しにくいなどによる，プリセプターの負担・疲弊が
指摘されている。師長と協働しながら，自部署のプリセプターへの指導・支援など
を行なうクリニカルコーチを育成することで，この問題を緩和するとともに，十分に
役割が与えられていなかった中堅看護師の活躍の場をつくることができる。
　本特集では，東京女子医科大学看護職キャリア開発支援センターでの，クリニカ
ルコーチ育成の取り組みについて紹介する。

●タイダルモデルとは
●治療のなかでの位置づけ
●タイダルモデルを用いるメリット

　院内自殺が生じた場合，他の入院患者はもちろん，スタッフにも大きな影響がある。
NTT東日本関東病院では，入院患者全員への包括的自殺評価に加え，自殺のリスク
の高い患者に対しては，タイダルモデルを用いたチームによる看護面談を導入して
いる。チームで関わることにより，プライマリナース不在時でもタイムリーにアプロー
チできるようになること，若手スタッフのストレスを軽減するとともに，患者対応の
際に生じるリスクを減らすことができることなど，管理者にとってのメリットを紹介
する。

チームで行なう院内自殺予防
タイダルモデルを活用したNTT東日本関東病院の取り組み

特集2

●「読者の声」を募集しています。
職場などでの感動的なエピソード，困っている問題，また弊誌への感想をお寄せ
ください。掲載者には粗品を差し上げます。
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
twitter　http://twitter.com/kangokanri
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